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「
国
民
生
活
を
守
る
た
め
、
再
稼

働
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
私
の
判

断
だ
」
│
。
野
田
佳
彦
首
相
が
、

関
西
電
力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
記
者
会
見
を
開
い
た
６
月

８
日
の
午
後
、
首
相
官
邸
前
に
は

４
千
人
以
上
が
集
ま
り
、
再
稼
動

反
対
の
デ
モ
を
繰
り
広
げ
た
。

　

15
日
午
前
に
は
、
作
家
の
大
江

健
三
郎
ら
が
首
相
官
邸
を
訪
れ
、

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万

人
署
名
」７
５
４
万
筆
の
一
部
を

藤
村
修
官
房
長
官
に
手
渡
し
た
。

　

こ
の
署
名
活
動
は
今
年
９
月
に

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）反
対
の
署
名
数

１
１
０
０
万
筆
強
を
追
い
抜
く
勢

い
だ
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
の
50
年

の
署
名
運
動
と
し
て
は
最
多
と
な

る
。
そ
の
夜
、
首
相
官
邸
前
で
開

催
さ
れ
た
デ
モ
へ
の
参
加
者
は
、

1
万
1
千
人
に
達
し
た
。

　

呼
び
掛
け
人
の
一
人
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
鎌
田
慧
は「
議
員
総

会
も
与
野
党
協
議
も
国
会
審
議
も

な
く
、
た
っ
た
４
人
の
大
臣
で
再

稼
動
を
決
め
た
の
は
、
議
会
制
民

主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
行
為
だ
」

と
憤
る
。

　

７
月
か
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
機

に
、
い
ま
日
本
で
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
大
型
投
資
の
発
表

が
相
次
い
で
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
子
会
社
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
通
じ
て
、

２
０
１
４
年
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
の

遊
休
地
な
ど
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

約
30
カ
所
稼
働
さ
せ
る
。
総
発
電

能
力
は
６
万
㌔
㍗
に
上
り
、
単
独

企
業
で
は
国
内
最
大
級
と
な
る
。

総
投
資
額
は
１
５
０
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
氏
は

今
年
4
月
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
事
業
に
対
し
て
３
兆
円

の
投
資
を
行
う
と
発
表
し
た
。
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
風
力
発
電
に
注
力

し
て
お
り
、
特
に
洋
上
風
力
発
電

で
は
原
発
３
│
４
基
分
に
相
当
す

る
４
０
０
万
㌔
㍗
の
発
電
体
制
を

目
指
し
て
い
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
世

界
各
地
で
追
っ
た
ド
イ
ツ
映
画

「
第
４
の
革
命

│
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

　昨年の福島第一原発事故以来、日本の電力・エネルギー供給体制が大きく揺れている。電力の「地域
独占」を始めとした中央集権的なシステムは、７月からの自然エネルギーの固定価格買い取り制度を機
に、「自立・分散」の波に洗われよう。その背景には、政権の不透明な意思決定に危機感を覚える、多く
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「自立・分散」の
幕開け

過
去
50
年
で
最
多
の
署
名
へ

「
第
４
の
革
命
」が
到
来
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し
て
い
る
。電
力
は
お
金
と
同
様
、

「
色
が
付
か
な
い
」存
在
の
代
名
詞

で
、
配
電
系
統
に
入
っ
て
し
ま
え

ば
、
誰
が
つ
く
っ
た
電
力
か
は
分

か
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
電
力
の

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
今
年
１
月

か
ら
日
本
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
、
ド
イ
ツ
で
最
も
見

ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
。

　

自
主
上
映
を
中
心
に
共
感
の

輪
が
広
が
り
、
上
映
会
は
半
年
で

１
０
０
カ
所
に
迫
る
勢
い
だ
。

　

配
給
元
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ

ル
代
表
取
締
役
の
関
根
健
次
は

「
単
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能

性
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
場
に
し
た
い
」と

語
る
。

　

実
際
、
映
画
を
見
た
観
客
が
中

心
に
な
っ
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
行
う「
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
創
発
ネ
ッ
ト
」（
通
称
ま
ち
エ

ネ
）が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

ま
ち
エ
ネ
は
、
気
仙
沼
に
あ
る

藤野電力（神奈川県の市民グループ）によるミニ太陽光発電の実験を楽しむ参加者たち

「
復
幸
マ
ル
シ
ェ
」に
ソ
ー
ラ
ー
街

路
灯
を
寄
贈
す
る「
第
４
発
電
所
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

映
画「
第
４
の
革
命
」
の
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
ド
イ
ツ
連
邦

議
会
議
員（
当
時
）の
ヘ
ル
マ
ン
・

シ
ェ
ー
ア
は
、
１
９
９
０
年
の
固

定
価
格
買
い
取
り（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）制

度
、
２
０
０
０
年
に
は「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」を
制
定
さ
せ

た
立
役
者
で
も
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
法
律
の
恩
恵
で
、

２
０
０
１
年
に
ド
イ
ツ
全
電
力

の
わ
ず
か
2.9
％
し
か
占
め
て
い
な

か
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合

は
、
２
０
１
０
年
に
は
17
％
に
ま

で
急
成
長
し
、
２
０
２
０
年
に
は

35
％
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る（
ド
イ
ツ
貿
易
・
投
資
振
興
機

関
調
べ
）。

　

日
本
で
は
、Ｑ
セ
ル
ズ
な
ど
ド

イ
ツ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー

が
破
産
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が

報
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
間
に
も
、

ド
イ
ツ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

着
々
と
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
続
け
て

い
る
。

「
産
業
革
命
以
来
の
最
大
の
経
済

構
造
の
変
化
が
、
我
々
の
目
の
前

に
あ
る
」と
シ
ェ
ー
ア
は
映
画
の

中
で
語
る
。「
第
４
の
革
命
」と
は
、

農
業
革
命
、
産
業
革
命
、
Ｉ
Ｔ
革

命
に
続
く「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」を

意
味
す
る
。

「
第
４
の
革
命
」の
監
督
で
あ
る

カ
ー
ル
・
Ａ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
、

昨
年
の
来
日
時
に「
福
島
第
一
原

発
の
事
故
が
ド
イ
ツ
の
脱
原
発
を

加
速
さ
せ
た
。
初
の『
緑
の
党
』の

州
首
相
が
誕
生
し
、
メ
ル
ケ
ル
首

相
も
脱
原
発
に
舵
を
切
っ
た
」と

誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

　

こ
の
映
画
の
副
題「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」は
実

は
日
本
向
け
の
も
の
。
原
題
は「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ー
」。
つ

ま
り「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
治
」だ
。

　

み
ん
な
電
力（
東
京
・
港
、
大
石

英
司
社
長
）は
、
京
都
大
学
大
学

院
情
報
学
研
究
科
の
梅
野
健
教
授

が
発
明
し
た
カ
オ
ス
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
符

号
化
技
術
を
用
い
て「
電
力
産
地

表
記
シ
ス
テ
ム
」の
実
現
を
目
指

産
地
表
記
が
で
き
、
消
費
者
が
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
的
に
利
用

し
た
り
、
有
名
人
が
自
分
で
作
っ

た
電
気
を
フ
ァ
ン
が
購
入
し
た
り

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
電

気
の
利
用
法
が
で
き
そ
う
だ
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
、
電
気
を
暗
号

（
カ
オ
ス
符
号
）に
よ
り
変
調
さ
せ

送
出
す
る
仕
組
み
。

　

携
帯
電
話
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

発
信
者
の
番
号
が
出
る
の
と
同
じ

原
理
だ
。
こ
の
符
号
は
、
電
気
を

蓄
電
し
な
い
限
り
は
、
電
圧
が
変

わ
っ
て
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
。

　

系
統
に
も
影
響
は
与
え
な
い
。ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
中
に
チ
ッ
プ
を

組
み
込
む
な
ど
し
て
運
用
す
る
。

「
電
力
に
色
が
付
く
」新
手
法
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独
の
自
然
エ
ネ
は
17
％
超
に
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こ
の
言
葉
は
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
そ
の
理
由
を
長
野
県
知
事
の

阿
部
守
一
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

「
化
石
燃
料
や
原
子
力
に
依
存
す

る
の
は
極
め
て
中
央
集
権
型
の
シ

ス
テ
ム
。
行
政
の
分
権
は
こ
れ
ま

で
も
強
く
政
府
に
働
き
か
け
て
き

た
が
、
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

権
も
必
要
だ
」

　

26
年
前
に
始
ま
っ
た
脱
原
発

運
動
か
ら
、
い
ま
や
ド
イ
ツ
全
土

で
1
万
３
千
世
帯
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
電
力
会
社

シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
創
業
者
ウ
ル
ズ

ラ
・
ス
ラ
ー
デ
ク
さ
ん
も「
電
力

供
給
を
市
民
の
手
に
取
り
戻
し
た

か
っ
た
」と
設
立
の
動
機
を
語
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
民
主
主

義
の
在
り
方
と
密
接
に
結
び
付

く
。
今
ま
で
は
国
民
も
大
き
な
関

心
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
福
島
第

一
原
発
事
故
が
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を

開
け
た
。
箱
の
中
か
ら
飛
び
出
し

て
き
た
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
民

主
化
を
目
指
す
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
た

ち
だ
。

「
み
ん
な
電
力
」と
い
う
株
式
会

社
が
生
ま
れ
た
の
は
、
昨
年
５
月

の
こ
と
。
社
長
の
大
石
英
司
は
凸

版
印
刷
に
13
年
間
在
籍
し
、
電
子

出
版
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
。

　

４
年
ほ
ど
前
か
ら
、
電
子
出
版

の
次
に
は「
電
力
」を
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
。事
業
の
中
身
よ
り
、

先
に
社
名
が
決
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
小
型
ソ
ー
ラ
ー
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
持
っ
て
い
る
女

の
子
を
電
車
で
見
か
け
た
。「
こ

れ
だ
」と
思
っ
た
と
い
う
。「
Ａ
Ｋ

Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
が
自
分
で
作
っ
た

電
気
な
ら
、
い
く
ら
高
く
て
も
買

い
た
い
と
い
う
フ
ァ
ン
が
い
る
は

ず
」。
そ
ん
な
新
し
い
形
の
電
力

流
通
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
電

力
産
地
表
記
シ
ス
テ
ム
」を
開
発

し
て
い
る
。（
23
ペ
ー
ジ
・
コ
ラ
ム

参
照
）。

　

同
社
は
こ
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
や

ア
イ
ド
ル
に
よ
る「
エ
ネ
ギ
ャ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
啓
発
事

業
や
、
携
帯
型
ソ
ー
ラ
ー
発
電
器

「
空
野
め
ぐ
み
」の
販
売
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
電
力
ビ
ジ
ネ
ス
を
仕
掛

け
始
め
た
。

　

７
月
か
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
買
い
取
り
制
度
ス
タ
ー
ト
を

機
に
、
全
国
で「
ご
当
地
電
力
」が

現
れ
始
め
た
。

　

東
京
・
世
田
谷
で
は
、「
脱
原
発
」

を
掲
げ
て
当
選
し
た
保
坂
展
人
区

長
が「
世
田
谷
電
力
」構
想
を
打
ち

出
し
た
。
区
と「
世
田
谷
サ
ー
ビ

ス
公
社
」
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

大
量
一
括
購
入
し
、
区
民
が
安
価

で
パ
ネ
ル
を
設
置
で
き
る「
せ
た

が
や
ソ
ー
ラ
ー
さ
ん
さ
ん
事
業
」

（
仮
称
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

小
田
原
市
で
は
、
市
と
民
間
企

業
か
ら
な
る「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
化
検
討
協
議
会
」が「
小

田
原
電
力
」
の
設
立
を
目
指
し
、

７
月
か
ら
本
格
準
備
に
入
る
。

　

12
月
に
は
太
陽
光
発
電
の
会
社

を
設
立
す
る
。
市
内
の
公
共
施
設

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

「
屋
根
貸
し
ソ
ー
ラ
ー
」な
ど
も
展

開
す
る
。

　

神
奈
川
県
相
模
原
市
の「
藤
野

電
力
」は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
と
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

「
ミ
ニ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」の

組
み
立
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
。
東
日
本

大
震
災
を
機
に
、
建
築
家
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
地
域
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
設
立
し
た
。

　

藤
野
電
力
の
小
田
嶋
電
哲
は
、

「
電
気
は
お
金
を
払
え
ば
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
流
れ
て
く
る
も
の
で
、

今
ま
で
消
費
者
は
受
身
。
と
こ
ろ

が
自
分
で
も
電
気
が
作
れ
る
と
い

う
体
験
を
し
て
、
は
っ
と
さ
せ
ら

れ
た
」
と
話
す
。
こ
れ
ま
で
全
国

各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
20
回

ほ
ど
開
催
し
、
の
べ
２
０
０
人
弱

が
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
、
発
電
を

体
験
し
た
。

　

今
で
こ
そ
電
力
は
地
域
独
占
だ

が
、
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
に
は

東
京
電
燈（
現
在
の
東
京
電
力
）、

み
ん
な
電
力
が
起
用
し
た「
エ
ネ
ギ
ャ
ル
」

�

（
撮
影
・
赤
坂
俊
介
）

神
戸
電
燈
、
大
阪
電
燈
、
京
都
電

燈
、
名
古
屋
電
燈
、
品
川
電
燈
、

深
川
電
燈
な
ど
全
国
に
群
小
電
力

会
社
１
千
社
が
ひ
し
め
き
合
っ
て

い
た
。

　

戦
時
中
に
大
統
合
し
た「
日
本

発
送
電
株
式
会
社
」
を
戦
後
、
９

電
力
体
制
に
再
び
分
割
す
る
こ
と

を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
進
言
し
た
の
が
、
松

永
安
左
エ
門（
後
の
電
力
中
央
研

究
所
初
代
理
事
長
）だ
。

「
電
力
の
鬼
」と
い
う
異
名
で
名

を
馳
せ
た
松
永
は
、
現
在
の
政
治

を
巡
る
混
乱
を
見
透
か
す
か
の
よ

う
に「
総
理
大
臣
な
ん
か
誰
だ
っ

て
よ
ろ
し
い
」と
い
う
言
葉
を
残

し
た
。

「
と
に
か
く
、
何
が
一
番
大
事
だ

と
い
っ
て
も
、
国
民
全
体
が
し
っ

か
り
し
た
気
力
の
う
え
に
立
つ
こ

と
が
一
番
の
大
事
だ
。
政
治
家
な

ん
ぞ
は
ど
う
だ
っ
て
、
う
ま
く
い

く
も
の
は
う
ま
く
行
く
」

　
「
政
府
が
ど
う
の
、
政
治
家
が

ど
う
の
と
言
う
は
、
実
は
国
民
全

体
の
気
力
が
ま
だ
充
実
し
て
い
な

い
証
拠
で
あ
る
」（『
電
力
の
鬼　

松
永
安
左
エ
門
自
伝
』）。

 

＝
文
中
敬
称
略

か
つ
て
は
一
千
の
電
力
会
社

各
地
で「
ご
当
地
電
力
」続
々
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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で「
地
域
の
自
立
」を

　

日
本
最
高
レ
ベ
ル
の
日
照
時
間
を
誇
り
、
森
林
や
水
、
温
泉
な
ど
資
源
豊
富
な
長
野
県
は
震
災
後
に「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
全
県
レ
ベ
ル
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
る
。
阿
部
守
一
知
事
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
単
な
る
需
給
問
題
で
は

な
く
、『
地
域
の
自
立
』と
い
う
視
点
が
不
可
欠
」と
説
く
。�

聞
き
手
＝
森 

摂（
編
集
長
）

OPINION

1
　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
の
事

故
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
の

意
思
決
定
の
仕
組
み
は
何
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。
日
本
の
政
治
に
は
、
決
定
的
に
説

明
責
任
が
不
足
し
て
い
る
。

　

高
度
成
長
時
代
に
は
、
右
に
進
む
か
左

な
の
か
と
い
う
決
定
的
な
選
択
は
必
要
な

か
っ
た
。経
済
的
な
豊
か
さ
え
求
め
て
い
れ

ば
、
皆
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
た
が
、民
主

主
義
の
あ
り
様
と
し
て
は
未
熟
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
、
民
主
主
義
的
プ
ロ
セ
ス
や

意
思
決
定
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
チ
ャ
ン

ス
が
や
っ
て
来
た
。
原
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
、
消
費
税
な
ど
国
民
の
関
心
事
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
は
ど
う

し
て
も
感
情
の
対
立
に
陥
り
が
ち
だ
。

　

民
主
主
義
社
会
で
は
、
意
見
が
違
う

こ
と
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
、

個
々
が
違
っ
た
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
を

無
用
に
恐
れ
て
し
ま
う
。

　

国
民
的
な
議
論
が
し
に
く
い
背
景
に

は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
試
験
、
丸
暗

記
型
の
教
育
に
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
社
会
に
出
れ
ば「
絶
対
に
正
し
い

と
い
う
事
象
は
な
い
」こ
と
は
す
ぐ
に
分

か
る
。
は
っ
き
り
主
張
し
な
が
ら
も
、
相

手
の
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

　

今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
は
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
大
き
な
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
電
力
会
社
の
地
域

独
占
だ
け
で
は
な
く
、
原
油
の
流
通
な
ど

も
世
界
的
に
巨
大
な
シ
ス
テ
ム
で
成
り
立

つ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
の
生
活
・
生

存
に
不
可
欠
な
要
素
だ
が
、
そ
の
シ
ス
テ

ム
に
自
分
た
ち
の
声
や
力
は
及
ば
な
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
地
域
紛
争
や
石
油
ピ
ー

ク
が
来
た
と
た
ん
に
、
生
活
は
一
気
に
不

安
定
に
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
見
据
え

て
、
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
も
自
分
の
手
に

取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。
私
は
以
前
か
ら
行
政
の
立
場
で
、
地

方
分
権
の
大
切
さ
を
訴
え
て
き
た
。
政
治

で
も
行
政
で
も
身
近
な
課
題
は
自
分
た
ち

の
責
任
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
同
様
だ
。

　

長
野
県
は
２
０
１
２
年
、「
信
州
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
元
年
」と
い
う
位
置
付
け
で
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
取
り
組
み
始

め
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
は
、
単
な
る

需
給
問
題
で
は
な
く
、「
地
域
の
自
立
」と

い
う
視
点
が
極
め
て
重
要
だ
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
地
域
主
導

に
す
る
た
め
、
市
民
団
体
、
地
域
企
業
、

大
学
な
ど
と
行
政
機
関
が
連
携
し
、
全
県

的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
」も
立
ち
上
げ
た
。
さ

ら
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
と

連
携
・
協
働
す
る
地
域
協
議
会
も
県
内
16

カ
所
に
設
立
し
た
。

　

例
え
ば
、
上
田
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
日
当

た
り
の
良
い
屋
根
を
持
つ
家
の
空
き
部
分

に
、「
パ
ネ
ル
オ
ー
ナ
ー
」が
出
資
し
て
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
追
加
設
置
す
る
仕
組
み
を

立
ち
上
げ
た
。
パ
ネ
ル
オ
ー
ナ
ー
は
売
電

収
入
を
10
年
間
得
ら
れ
、
屋
根
オ
ー
ナ
ー

は
12
年
後
に
パ
ネ
ル
を
自
分
の
も
の
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
野
市
で
は
、「
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
版

０
円
シ
ス
テ
ム
」に
取
り
組
む
。
地
域
の

金
融
機
関
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
融
資
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
リ
ー
ス
す
る
。

利
用
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
年
間
使
用
料
を
、
ペ

レ
ッ
ト
供
給
者
に
は
燃
料
代
を
支
払
う
。

こ
れ
で
、
初
期
投
資
ゼ
ロ
で
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
で
き
る
。

「
一
村
一
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

基
金
」（
10
億
円
）や「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
支
援
事
業
」

（
２
８
０
０
万
円
）な
ど
を
活
用
し
て
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
を
支
援
す
る
。

　

２
０
１
２
年
度
中
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
戦
略
を
つ
く
る
予
定
だ
。県
内
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
１
０
０
％

必
要
量
を
ま
か
な
う
く
ら
い
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ン
グ
な
目
標
設
定
を
し
て
い
き
た
い
。

「
一
村
一
自
然
エ
ネ
」を
推
進

+エネルギーと_民主主義


